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※このページは１ページと１０ページで１つのＣＯＮＴＥＮＴＳとなっております｡掲示用としてお使いいただけます。
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⑳NPO法人戦争体験を語り合う会
TEL/ＦＡＸ:Ｏ７７－５２５－Ｂ５７Ｂ
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ﾕﾆベーﾙ財団｢新しい世紀の社会づくり｣をﾃーﾏとし肺民活動助成I縮畑訓農耕による｢日野熊け体験」
内容､高齢者を対象とした市民活動は､これからの社会を支えていくために不可欠なI内容．｢日野菜｣は滋賀県の日野を

進繍1噸:認駕裟繍ｊ識忍羅婁ｉ爵繍鯛鰯繍
と充実した人生を送ることができる新しい世紀の社会づくりやコミユニテイ再構築等Ｎます｡かつては､独特の風味が近江

の活動に助成を行います｡国際支援･交流等を行っている市民活動団体にも広く活動Ｉの国のお殿様の好みに合って門外
助成を行います。Ｎ不出になりました｡そんな魅力を秘
対象、特に次の項目に該当する団体を助成対象とします｡(1)高齢者が活動する市民活動Ｉめた漬け物に挑戦してみませんか？
団体(2)高齢者の医療保健福祉､まちづくり等高齢者を対象とする市民活動を行う団体Ｉ①B月26日(土)10:00～
助成期間●1年間Ⅱ焼き畑作り･種蒔き＋αお楽しみ１

金額､原則として1件当り100万円を限度としますが助成額については活I②９月16日(土)10:00～
動内容､及び規模により査定をさせていただきます。Ｉ間引き･浅漬け＋αお楽しみ！

助繍欝璽淫;諾駕蹴覇業霧繍諭撫i･懸磯協蝋しみ｜
をご利用いただくため､過去に当財団の助成を受けられた団体の応募はごI④11月1B日(土)10:OO～
遠慮いただいております。ｌ樽出し･試食会･お持ち帰り＋αお

応灘方法.当財団所定の韓譜に"舞項を記入の上当財圃宛ご送付ください｡i参総画癒しで2.po･円(_家族）応募締切日●７月３１日(必着）発表●１１月１日予定

助成金振込②１１月下旬予定 Ｉ参加資格、
⑧(財)ﾕﾆべｰﾙ財団ロ・ﾌｧﾐﾘｰで参加できる方。
〒160-OOO4東京都新宿区四谷2-14-ＢＹＰＣビル５階１．１８歳未満(高校生以下)の方は、
TEL:ＯＢ－３３５０－ｇＯＯ２ＦＡＸ:Ｏ３－ＢＢ５０－ｇＯＯＢ Ｉ保護者の同意書が必要です。
http://www・univers､ｏｒ､jp/univershtmII・原則的に現地集合､解散となります。

｜建墜亜零i唾Ｉ恥亜製と
伊藤忠記念財団子ども文庫助成事業Ｉ申込③申込用紙に必要事項をご記入

Ｉの上､お申し込みください。

対象､子ども文庫(家庭地域文庫)をはじめ､その連合体(子ども文庫連絡会)１画NPO法人蒲生野考現倶楽部
など､児童の読書についての啓発･指導を行っている民間団体､または個人Ⅱ日野町奥之池Ｂ９６１

ＩＴＥＬ:0748.539087FAX:0748.521925の活動を対象とします。

(1)子どもの本購入費助成ue-mail:haguro＠gamouno､com

内:繍謙灘競合墜匙鵬硫撫蹴ｉｈ域p:"www息amounoo｡m′
体あたり10万円～30万円の現金を助成します｡なお､講演会の開催費用Ｉ
や記念誌作成費用等は､助成できません。 I20os夏休み自然体験ｷｬﾝブ
件数:40件～120件Ｉ～自然の中で思いつきり遊ぼう～

戦争体験の語り継ぎ

し毎月第１土曜日(原則として）
１４:ＯＯ～１６:ＯＯ

内容④戦争の体験を語りべが話す｡｢話

し合い」「語り継ぐ」

場所③逢坂公民館

（大津市京町3-1-3ＪR大津駅前）
参加会費⑳５００円

③かもしかの会関西事務局
TEL/FAX:Ｏ７５－５０２－４２５５

ｅ－ｍａｉｌ:serow＠pure､ne.jｐ

http://www・purenejpT-serow

ＮＰＯ法人さかもとみんなの家

ボランティア大募集

この３月に認証されたNPO法人さかもとみん

なの家は､大津市坂本を拠点として新しい里親

家庭(里親ﾌｧﾐﾘー ホーム)をｽﾀー ﾄさせ、
施設ではなく家庭で生活することの重要さを

地域に広げたいと考えています｡この活動に賛

同いただけるポﾗﾝﾃｨｱを募集しています！

①家事援助ボランティア

里親家庭(里親ファミリーホーム）

の炊事･洗濯･掃除等の補助｡(里親
が急芯病気や怪我の際､また仕事

等で子どもの雑務が困難になった

時の補助をしていただくボランティ

アです｡）

②学習ボランティア

里親家庭(里親ﾌｧﾐﾘー ホーム)の子

ども達の学習補助｡(里親は､家事等で

芯かなか子どもたちの勉強を見ている

暇がありません｡子どもたちの勉強､また、

遊び相手として補助していただくボラ

ンティアです｡）

③保育ボランティア

里親家庭(里親ファミリーホーム）

の会議時等の保育。（里親家庭は、

おたがいの子どもたちのことを相

談する会議やシンポジウムに参加

する際､常に子どもたちを連れて行

かなくてはなりません｡その際保育

として､子どもたちの相手をしてい

ただくボランティアです｡）

⑧NPO法人さかもとみんなの家担当:元藤
☆昼間(Ｂ:３０～１７:８０）

知的障害者授産施設瑞穂
TEL:077.5259520FAX:077.525.3290

☆夜間(１７:BO～B:ＯＯ）
事務局TEL&FAXO77-578-6804

土山｡夏の食害防除作業

し８月１７日(木)１２:OO～１６:ＯＯ
Ｂ月２０日（日）１２:OO～１６:ＯＯ

内容、植林した苗木がシカに食べら

れないように防ぐ(食害防除)活動

です｡野生動物との共存に興味の
ある方はぜひ１

場所③甲賀市土山町

参加費⑳全日程の場合6,000円

(2)子どもの本100冊助成ロ

内雲,件…0万門相当の図鶴のｾｯﾄを助成｡藤識ｾｯﾄ代余が20Ｉし嚇胤期O~20日（日）万円に満たない場合は､差額分の図書を別途購入できます。

件数:①小学校低学年向け25件②小学校中学年向け15件③小学校高学i内容､楽しい夏休み､自然の中でよ
年向け5件

灘｢子どもの本購入助成｣談たは｢子ども…｡冊助成｣の内ﾙ,ずれかを｜撫獄#撫撫
’つ選択してください｡重複申請はできません｡なお重複している場合は､ｌ寝る｡遊びの内容も自分達で計画いずれも無効とさせていただきます。

恥繍蝋翌柵雲耀繍耀擬ＩＩｉ諜縦蕪
る場合は､受領後5年が経過し､更なる活動が期待できることが条件です。Ｉ日程③１日目:野外で活動､野外炊飯、

熊駕M繋蕊駕鍵)鶏i撫藷認難Ｉﾃﾝﾄた乙次の日の計画つく。２日目:自分達で立てた計画通
で す。ｌ り遊ぶ

申込期限。(1)子どもの本陥入費助成－６月30日(消印有効)(2)子どもの本I場所③高取山ふれあい公園(多賀町）
１００冊助成一B月３１日(消印有効）

Ｉ対象・小学4年生~中学3年生
⑬財団法人伊藤忠記念財団助成事業部 Ｉ定員②先着20名
〒173-OOB5東京都板橋区大谷口2-3-6Ｉ参加費③6,000円(宿泊費･食費･保

Ｉ険代･ﾛグﾗﾑ費･通信費等）TEL:Ｏ８－Ｂ９７４－２６５０ＦＡＸ:Ｏ８－Ｂ９７４－２０４ｇ

Ｅ－ｍａｉｌｉｎｆｏ＠itc-zaidan､orjphttp://itc-zaidan,or.jp／Ｉ申込③eメール.電話.ＦＡＸ･郵送の
※提出先Ⅱいずれかで､お名前(ふりがな)､生
(社)読書推進運動協議会〒162-OB2B東京都新宿区袋町6番地 Ｉ年月日性別､学年､郵便番号住所、
TEL:O3-3260-3071FAX:O8-522g-15SOⅡ電話番号､あればe-mailアドレス、

Ｉ参加動機､何を通じてこのｷｬﾝブ
Ｉを知ったのかをご記入のうえ､下記

▽情報BOXに掲載できなかった情報は､ｾﾝﾀー のﾎー ﾑページＩ問い合わせ先まで。
に多数掲載しています。１１募集期間⑬6/20～8/１

１⑧環境学び舎わのだれ担当三井ＵＲＬ③http://www・biwa､nejp/~ohmi-net／

捌爵蕊蜜雪繍x霊i憲臓輩i灘鵜諭.,，
でお寄せください。 Ｉhttp://wwwh7.dimnejp/Wanotane／

Ｉ

イベント情鮒助成金情報”“
宝

支える･つなぐ｡結ぶ
情報ＢＯＸ〔7.8月）
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燭なた 誰闇|に
介護して
しほいま ､ですかす ?」

介護保険｡ＮＰＯだからできること！

Ｑ１
｡｡●｡｡｡●●｡｡｡｡｡｡｡｡◎■○○○○○｡⑨●●｡●

あなたは､誰に

介謹してほしいですか？

ａ配偶者……35.2％

b･施設……32.0％

ｃ､子……２５．０．％

ｄ､その他……７．８％

Ｑ２
、●●｡｡●⑪｡｡●｡｡｡④｡●｡●｡●｡｡｡｡｡｡｡⑤｡

現在のＣ

介護保険について

どう思いますか？

a･不安……83.6％

b､考えたことがない

…………１６．４％

ｃ･安心……０．０％

Ｑ３
●｡｡｡｡｡｡●｡｡●｡｡｡⑪｡｡｡｡⑤●｡＠回｡｡｡｡＠

、

へ

ヂヨ

と ノ尋
高齢社会に

一番必要なのは？

a､公的サービス…５８．６％

b・地域の支え合い…２５．０％

c・民間サービス…１ａ４％

アンケート：携帯精報メール発信会社、2メール」協力
回答者総数1星B名男性49名女性S巳名不明1フ名
10代…０名２０～30歳…19名３１～40歳…38名
41～50敗･‘･31名５１歳以上…１８名不明…22名

【９．１０月号のアンケート】
次回９．１０月号は「防災」をテーマにした巻頭アンケートを実施
します。読者の皆さんもぜひ、アンケートにご協力ください。詳
しくはＰ.ｇをご覧ください。

亘

ア

、

この日なんのＥＩＶｏＯ・ＩｏＣｏＥ

ﾌ月（文月）は、水つながり。

淡海の海夕波千烏汝が鳴けば

こころもしぬにいにしえ思ほゆ

柿本人麿万葉集、巻三

淡海ネットワークセンターのオフィスがあるビルからは、

琵琶湖の素晴らしい景色が広がっています。すっきり晴れ

た日には、琵琶湖大橋や烏丸半島にある琵琶湖博物館も

｢淡い海」に浮かび上がって見え、先人が慈しんできた水の

尊さを感じます。

７月は琵琶湖の日（７月.１日)、川の日（７月７日)、海の日

(７月１８日）をはじめ、川や海、湖に関する行事が目白押し

です。６月1.1日に入塾式を行った「おうみ未来塾」は、新

しい地域課題に取り組む新しい市民のリーダー「地域プロ

デューサー」が育つ塾です。既に百数十名の方が巣立ち、

琵琶湖を取り囲む山や川に関する魅力ある活動に取り組ん

でおられます。山と海は恋人。川はその仲人役。滋賀県に

ある1,600ものため池は、山と琵琶湖を結ぶ友達といったと

ころでしょうか。淡海ネットワークセンターに寄せられる

市民活動1情報にも、水に関するものがたくさんあります。

地球を巡る水に国境はなく、世界を縦横無尽に駆け巡り、

おいしい水のあるところに、賑わいができ、市（いち）が

立ち、文化が生まれます。良質な水が行き渡るようにする

には、山間部での植樹、川の治水工事、生態系を守る護岸

整備などなど必要なことはたくさんあります。飛躍しすぎ

るようですが、インターネット等を通じて地球を駆け巡る

情報は、現代社会の水と考えられるのではないでしょうか。

多様な市民活動団体が発する情報も、私たちには欠かせな

い命の輝きを伝えてくれます。おいしい情報のあるところ

に、人が集まります。湖国を渡る風のように、それぞれの

｢まち」の魅力を創りだす市民活動ネットワークは、高齢者

や障がい者の人々にも、安心して使える1情報を流す重要な

役割を担っていることを絶えず意識しておきたいと思いま

す。

淡海ネットワークｾﾝﾀｰ事務局長浅野令子

、

』



富

|…誰に介護して肌耐か,介護保険｡NPOだからできること！

一

■

、

ノ

舟
Ｔ
人
へ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ぼ
ぼ
ハ
ウ
ス
の
誕
生
）

③
洲
諦
柵
餓
噸
が
で
き
た
き
っ
か
け
を

論
議
露
舞
謬
脇
議

近
所
の
方
が
話
し
相
手
に
な
る
の
で
す
が
、
い
つ
も
ど
ん

な
に
楽
し
い
話
を
し
て
い
て
も
、
最
後
は
必
ず
こ
う
言
う

の
で
す
。
「
私
は
も
う
息
子
に
ご
飯
も
作
っ
て
や
れ
な
い
。

何
の
役
に
も
た
た
へ
ん
。
息
子
に
嫁
が
来
な
い
の
も
私
の

せ
い
や
。
早
よ
死
に
た
い
。
」
と
。
「
一
生
懸
命
生
き
て
き

て
、
あ
の
人
が
最
期
に
望
む
こ
と
が
「
早
よ
死
に
た
い
」

な
ん
て
．
・
・
・
私
ら
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
や
ろ

か
。
何
か
で
き
る
は
ず
や
。
「
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
」

っ
て
言
っ
て
も
ら
い
た
い
！
そ
ん
な
街
を
私
ら
で
つ
く
る

や
な
い
か
！
」
。
こ
の
想
い
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ぽ
ぽ
ハ
ウ
ス
が

～
理
事
長
の
山
脇
玲
子
ざ
ん
に
撒
き
ま
し
た
！
～

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ぼ
ぼ
ハ
ウ
ス
の
あ
ゆ
み
か
ら

一
・
○
○
○
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
急
速
に
拡
大
す
る
な
ど
、
老
後
を
支
え
る
仕
組

み
と
し
て
定
濡
し
て
き
ま
し
た
。
滋
賀
県
で
も
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
将
は
年
々
贈
加
し
（
下
図
①
）
、
そ
れ
に
伴
い
サ
ー
ビ

ス
提
供
事
業
背
も
贈
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
伸
び
は
大
き
く
（
下
図
②
）
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
ま
す
ま
す

期
待
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
介
護
保
険
制
度
の
内
容
が
二
○
○
六
年
四
月
に
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
な
ぜ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
介
護
保
険
を
行
う
の

か
？
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
介
護
保
険
を
行
う
良
さ
は
？
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
？
な
ど
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

③
柵
測
溌
郷
鵠
職
輔
ト
を

Ｐ
Ｏ
ぼ
ぼ
ハ
ウ
ス
の
誕
生

、一／

④
綴
謂
郡
窪
蕊
詰
雛
耐
嬬
で
砿
幾
噸

＃
で
き
た
の
で
す
が
、
か
え
っ
て
質
の
悪
い
事
業
所
が
出
て

叶
獣
繋
脚
雲
緋
地

く
こ
と
、
事
業
を
す
る
た
め
の
収
入
は
得
る
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
が
で
き
る
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ
と
思

葉
介
識
曝
陰
婁
重
ぃ
諺
に
）

○
介
謹
保
険
業
に
参
入
し
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

い
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
地
域
に
す
れ
ば
い
い
ん
だ
！
と

思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
活
動
を
続
け
て
い
く
に
は
、
少
な
く

と
も
そ
の
た
め
の
収
入
が
必
要
で
す
。
介
護
保
険
は
、
安

定
的
な
収
入
が
得
ら
れ
て
、
か
つ
、
想
い
を
形
に
す
る
活

動
が
で
き
る
、
そ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
介
護

保
険
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
育
て
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
す
。

介
謹
保
険
事
業
で
想
い
を
形
に

γ

里ノ

■

了
35,00or’
3０００００

２５．０００

ぐこ

、一ノノ

［
改
正
ポ
イ
ン
ト
］

○
介
甑
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ
転
換

・
で
き
る
か
ぎ
り
介
謹
状
態
に
な
ら
な
い
、
璽
度
化
し
な
い
た
め

の
「
介
唖
予
防
」
に
函
視
し
た
シ
ス
テ
ム
に

○
施
股
の
居
住
鉦
・
食
斑
が
自
己
負
担
に

○
地
域
を
正
視
し
た
サ
ー
ビ
ス
体
系
に

。
原
則
と
し
て
、
そ
の
市
町
村
の
人
だ
け
が
使
え
る

「
地
越
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
の
創
設

・
地
域
の
総
合
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
機
関

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
！
）
の
設
瞳

○
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・
向
上

・
す
べ
て
の
頭
業
者
に
「
悩
報
の
公
表
」
が
蕊
務
づ
け

・
頭
業
所
の
指
定
が
六
年
ご
と
の
更
新
制
に

・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
が
五
年
ご
と
の
更
新
制
に

／
‐
、

砦

１３Ｍ

和'件詮については､霧注入.学の飽者識０

図②：サービス事業所数の推移
（介匪保険蛎業状況報告より）

2:介簸保険猟紫が行えるのは、原則法人です．
一部、法人格を持たないNPOが行う蝋合もあります

■
介
護
保
険
制
度
の
概
要
・
動
き
宮

雪一

③

衝 爾

里ノ

7２８１

（
⑳

制
度
の
持
続
可
能
性
が
課
囲
に

や
識
雛
鋤
純
鵬
雌
識
ま
れ
る

514Ｉ７７Ｃ 509も

介
護
保
険
制
度
が
改
正
（
二
○
○
六
年
四
月
）

※
一
部
二
○
○
五
年
十
月
よ
り
改
正

利
用
者
が
急
速
に
拡
大

介
謹
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト
（
二
○
○
○
年
四
月
）

今
老
後
を
み
ん
な
で
支
え
る
仕
組
み

（
四
十
歳
以
上
が
保
険
料
を
負
担
）

．
措
霞
さ
れ
る
制
度
か
ら
選
択
す
る
制
度
へ

、
多
様
な
事
業
者
の
参
入
が
可
能
と
な
る
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図①；サービス利用者数の推移

法人稲別

社会隅祉法人

鰹蝋法人

艮慾法人

営利法人

NPO法人

屈協･生笛

日治停等

(合附】

平成

２１４

15821

再月

ｱ２

平脱１

jＷ

675

8３

2５

240

２３４５

7鉱4月 jM加叩

2796

8％



た
ん
ぽ
ぽ
の
種
が
飛
ぶ
よ
う
に

特集 OhmiTbpics淡海とびつくす

せ
ん
。
「
誰
も
が
》
．
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
』
と
思
え
る
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●プロフィール⑨

特定非営利活動法人

NPOぽぽハウス111脇玲子さん
特定非営利活動法人ＮＰＯぽぽ八ウス理事長。
１９９９年４月にＮＰＯぽぽハウスを立ち上げる。同

年１１月、滋賀県内初の基準該当居宅サービス事業
者として登録される。２００１年にＮＰＯ法人と芯る。

設立以来一質して、高齢者・陣がい者・保護者と
子ども芯地域の中で支援する活動を続けている。

住所：彦根市小泉町300ｓ
TEL：Ｏ７４９－２１－Ｏ６６４ＦＡＸ：０７４９－２１－０６６５

e･mail：popohouse＠niftycom

一国

巡遊
④

際2003.2004,2006年おうみNPO活動基金助成採択先’
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縮

叉
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澱
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Ｉ
Ｉ
ｌ
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１
１
１
ノ

、

③
沸
洲
澱
灘
濡
瓢
総
？

④
介
護
保
険
は
制
度
で
す
．
で
き
る
こ
と
に
は
一
定
の
決
ま

り
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
受
け
手
で
あ
る
人
に
は
そ
れ

⑥
珊
瀧
齢
翻
澱
劣
蕊
静
て
く
だ
さ
い
．

私
た
ち
が
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
設
立
当
初
か
ら
変
わ
り
ま

あ
っ
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
な
い
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
あ
っ
て
の
介
護

保
険
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
た
ち
が
し
た
い
こ
と
は

何
？
こ
こ
か
ら
す
べ
て
が
始
ま
る
の
で
す
。
そ
の
順
番
を

間
違
え
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

間
を
広
げ
て
い
こ
う
。
そ
し
て
、
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い

こ
う
」
こ
う
し
た
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

街
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ぽ
ぽ
ハ
ウ
ス

の
名
前
に
は
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
よ
う
に
種
を
と
ば
し
て
、
仲

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
介
護
保
険
ｌ
燕
掌
ざ
ん
に
側
く
‐

財
政
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
天
秤
に
か
け
た
、
非
常
に
難
し
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
わ
た
し
は
今
回
の
ケ
ー
ス
で
、
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
皆
さ
ん
を
、
大
変
力
強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
う

し
た
制
度
が
で
き
た
時
、
安
易
に
制
度
に
切
り
替
え
る
の
で

は
な
く
、
自
ら
が
や
る
べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、

制
度
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
目
を
背
け
る
こ
と
な
く
そ
の
問
題
に

向
き
合
っ
て
お
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
く
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
自
ら
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
見

失
わ
ず
、
か
つ
、
大
変
な
事
で
す
が
、
組
織
と
し
て
立
ち
上

げ
た
以
上
は
、
責
任
を
持
っ
た
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
お
互
い

が
対
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
関
係
で
あ
る
こ
と
も
決

し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
行
政
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
お
互
い
が
プ
ラ
ス
の
方
向
を
向
き
、
よ
り
よ
い
地

域
が
創
り
あ
げ
て
い
け
る
と
い
い
で
す
ね
。

二
○
○
○
年
度
に
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら

丸
六
年
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
の
間
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
な
が

ら
も
、
制
度
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
独
自
の
活
動
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
社
会
を
良
く
し
よ

う
と
す
る
志
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
を
も
と
に
活
動
す
る
た
め
、

必
然
的
に
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
介
護
保
険
に
参
入
し
て
き
た

こ
と
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
以
外
の
事
業
者
は
、
自
ら
の
役
割
や
機
能

を
よ
り
明
確
化
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
た
中
で
、
こ
れ
ま
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
必
然
的
に
行
っ
て
き
た
こ
と
の
一
部
が
制
度
化
さ

れ
る
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
「
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
」
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
こ
の
制
度

化
に
大
変
期
待
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ふ
た
を
開
け

て
み
る
と
、
主
に
中
重
度
の
高
齢
者
を
対
象
に
つ
く
ら
れ
た

制
度
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
受
け
入
れ
て
き

た
軽
度
の
高
齢
者
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
ま
た
、
軽
度

の
方
ば
か
り
受
け
入
れ
た
の
で
は
経
営
が
成
り
立
た
な
い
、

と
い
っ
た
様
々
な
問
題
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
制
度

化
と
い
う
一
定
の
線
引
き
の
中
で
出
て
き
た
こ
と
な
の
で
す

が
、
そ
の
制
度
が
想
像
以
上
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

は
今
ま
で
行
っ
て
き
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て

い
け
ば
よ
い
か
、
選
択
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
新
し
い
制
度
に
無
理
に
合

わ
せ
て
い
く
の
か
、
も
し
く
は
、
今
一
度
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
立

ち
返
り
、
自
ら
が
必
要
だ
と
思
う
事
業
の
展
開
を
模
索
し
て

い
く
の
か
。

こ
の
選
択
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
遂
行
へ
の
想
い
と
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
大
切
に
、

制
度
の
枠
繍
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
活
動
を
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④

●プロフィール③

森村敬子さん
近江八幡市高齢・陣がい生活支援センター議員。ＮＰＯ法

人「木もれび」理単。介護支援専門員。社会福祉士。

介股保険制度の導入前後にわたり、関係課の行政職員と

してNPOの方々と関わる。また、関係課を離れて、介鯉

保険の相談・マネジメントを行う中で、さらにNPOを知
る。２００６年２月には、志を同じく
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近江八幡市の日常生活圏域

『
日
常
生
活
圏
域
』
と
は
、
住
民
の
生
活
エ
リ
ア
を
重
視
し
た
、
子
ど

も
や
高
齢
者
が
歩
い
て
通
え
る
範
囲
、
す
な
わ
ち
『
公
民
館
区
域
』
（
豊
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
圏
域
で
、
「
泊
ま
り
」
「
通
い
」
「
訪
問
」
と
い
っ
た
多
様
な
介
護
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
場
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
活
が
続
け
ら
れ
る
、
ま
た
、
こ
う
し
た
拠
点
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再

生
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

拠
点
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
地
域
に
あ
っ
た
民
家
な
ど
を
改
修
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
人
た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
く
、
ま
た
、
特
別
な
存
在
と
な
ら
な
い
場
づ
く
り

に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
九
圏
域
の
う
ち
、
四
圏
域
に
お
い
て
は
一
か
所
以
上
の
事
業
所
が
運
営
を

ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
、
六
事
業
者
の
う
ち
、
五
事
業
者
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。

今
後
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
圏
域
に
、
地
域
に
密
着
し
た
、
地
域
を
良
く
す
る
想
い
を
も

っ
た
事
業
者
が
増
え
、
近
江
八
幡
市
が
住
み
よ
い
ま
ち
と
な
る
よ
う
に
、
目
標
を
も
っ

て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

※
沖
島
に
は
公
民
館
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
理
的
条
件
等
を
考
応
し
て
、
一
固
域
と
し
て
い
ま
す
。

近
江
八
幡
市
で
は
『
日
常
生
活
圏
域
紬
と
い
う
エ
リ
ア
を
定
め

エ
リ
ア
ご
と
に
介
護
が
で
き
る
拠
点
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て

ま
す
。

③

『
日
常
生
活
圏
域
』
を
設
定
し
て
、

地
域
で
介
護
が
で
き
る
拠
点
づ
く
剛
を

二
○
○
六
年
四
月
、
高
齢
者
の

介
護
保
険
適
用
外
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
神
戸
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
、
介
誰
事
業
所
な
ど
が
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
試
み
は
全
国
初
。
地
域

で
高
齢
者
を
支
え
る
仕
組
み
「
わ

が
ま
ち
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

病
院
の
付
き
添
い
、
ゴ
ミ
出
し
、

調
理
、
安
否
確
認
な
ど
、
介
護
保

険
で
は
で
き
な
い
細
か
な
ニ
ー
ズ

を
、
ま
ず
は
、
総
合
窓
口
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
が
受
け

付
け
ま
す
。
そ
し
て
、
登
録
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
中
か
ら
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
紹
介
し
、
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。
登
録
Ｎ
Ｐ
Ｏ

で
は
対
応
で
き
な
い
ニ
ー
ズ
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
直
轄

の
「
よ
ろ
ず
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
が
対
応
し
、

高
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

依
頼
者
は
、
高
齢
者
本
人
の
ほ

か
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

各
介
護
保
険
事
業
者
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
で
で
き
な
い
こ
と
を

連
携
し
て
、
ト
ー
タ
ル
で
高
齢
者

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

運
営
を
始
め
て
、
そ
の
反
響
は

大
変
大
き
い
と
の
こ
と
。
そ
の
た

め
、
今
後
は
、
受
け
手
で
あ
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
側
の
人
材
不
足
が
課
題
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

近
江
八
幡
術

コミュニティ

わがまちのトータルケアシステム概念区

駆業所

神
戸
東
部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

【
県
外
の
取
り
組
み
か
ら
】

介
護
保
険
で
で
き
な
い
ニ
ー
ズ
に

地
域
が
連
携
し
て
応
え
る
新
し
い
か
た
ち



、府■咽

◎
淵
瀬
繁
雑
な
時
に

④
繍
灘
鮮
怨
雛
騨
廼
雇
用

Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
、
労
側
者
（
注
“
賃
金
を
支

払
わ
れ
る
音
の
こ
と
）
を
一
満
で
も
雁
っ

て
い
れ
ば
、
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

◆
「
労
災
保
険
」
と
は
？

仕
事
中
に
け
が
を
し
た
り
（
業
務
災
害
）
、

通
勤
途
上
事
故
を
こ
う
む
っ
た
り
（
通
勤
災

害
）
し
た
場
合
に
、
事
業
主
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
に

か
わ
っ
て
労
働
者
の
負
傷
・
疾
病
・
死
亡
等

に
対
し
て
必
要
な
保
険
給
付
を
行
う
も
の
で

す
。
労
災
保
険
料
は
、
事
業
主
側
が
全
額
負

担
。
窓
口
は
労
働
基
準
監
督
署
で
す
。

「
労
働
保
険
」
に
つ
い
て
知
り
た
い
！

［
労
働
保
険
の
加
入
手
続
に
つ
い
て
｝

①
管
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
に
「
労
働
保
険

関
係
成
立
届
」
を
提
出
↓
②
「
保
険
料
申
告

創
業
し
て
四
半
世
紀
。
『
お
役
立
ち
の
精
神
』

を
志
に
、
ク
リ
ｉ
ン
活
動
や
森
赫
保
全
、
子

ど
も
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
地
域
へ
の

社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

滋
賀
リ
コ
ー
は
一
九
八
三
年
創
業
以
来
、

「
お
役
立
ち
の
精
神
で
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
」
を
社
是
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
一
九
九
九

年
に
株
式
会
社
リ
コ
ー
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
経
営
で

「
日
本
経
営
品
質
賞
」
を
受
賞
し
、
滋
賀
リ

コ
ー
は
そ
の
後
経
営
品
質
滋
賀
研
究
会
を
発

足
。
経
営
革
新
を
目
指
す
企
業
の
経
営
者
や

幹
部
を
対
象
に
毎
年
八
回
シ
リ
ー
ズ
の
講
座

｡｡⑨｡｡｡｡｡●●⑨ｅ●●｡⑨｡

企業の社会貢献や

市民･行政との

協働etc‘をご紹介

※ＣＳＲ：企業の社会に対する責任（ComorateSocialRe5puI1sibiliIyの略）

害
」
と
そ
の
年
度
の
労
働
保
険
料
を
概
算
で

納
め
る
↓
③
「
雇
用
保
険
適
用
事
業
所
設
置

届
」
「
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
」
を

管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出

※
添
付
書
類
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
の
で
、
届

出
の
際
は
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

［
保
険
料
の
申
告
・
納
付
に
つ
い
て
］

労
働
保
険
料
は
保
険
年
度
（
四
月
一
日
～
三

月
三
十
一
日
の
一
年
間
）
の
当
初
に
一
年
分

を
概
算
で
申
告
・
納
付
し
ま
す
（
年
度
途
中

に
加
入
し
た
場
合
は
、
そ
の
時
点
か
ら
三
月

三
十
一
日
ま
で
を
概
算
で
申
告
・
納
付
）
。
翌

年
度
の
当
初
に
前
年
度
分
の
保
険
料
の
確
定

｛
そ
の
他
の
手
続
に
つ
い
て
一

事
業
主
の
氏
名
、
事
業
所
の
名
称
・
所
在

地
・
事
業
の
種
類
を
変
更
し
た
と
き
、
事
業

所
を
廃
止
し
た
と
き
、
新
た
に
従
業
員
を
採

用
し
た
と
き
、
被
保
険
者
の
一
週
間
の
労
働

時
間
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
、
被
保
険
者
が

転
職
・
氏
名
変
更
・
離
職
・
六
十
歳
に
達
し

た
と
き
、
育
児
休
業
・
介
護
休
業
を
取
得
し

た
と
き
に
も
手
続
が
必
要
で
す
。

◆
「
雇
用
保
険
」
と
は
？

失
業
し
再
就
職
す
る
ま
で
の
一
定
期
間
保
険

金
（
失
業
給
付
）
を
支
給
し
、
ま
た
、
育
児

休
業
・
介
護
休
業
を
取
得
し
た
場
合
に
必
要

な
保
険
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
（
そ
の
他
、

教
育
訓
練
給
付
等
あ
り
）
・
雇
用
保
険
料
は
、

事
業
主
と
労
働
者
の
双
方
で
負
担
。
窓
口
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
す
。

を
開
催
。
那
波
さ
ん
は
講
師
と
し
て
活
躍
中

で
『
参
加
者
全
員
で
学
び
、
気
づ
く
』
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
組
織
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の

作
成
を
通
し
て
、
経
営
構
造
改
革
や
組
織
力

向
上
に
役
立
て
て
い
ま
す
（
’
一
○
社
二
三

八
名
が
卒
業
）
・
企
業
の
育
成
支
援
が
高
く

評
価
さ
れ
、
今
年
度
県
と
の
協
働
企
画
も
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。

二
○
○
一
年
に
国
内
初
の
電
子
審
査
に
よ

る
ｌ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
を
リ
コ
ー
グ

ル
ー
プ
全
体
で
取
得
し
ま
し
た
。
環
境
保
全

の
た
め
二
○
○
○
年
よ
り
、
毎
朝
会
社
周
辺

の
清
掃
活
動
を
す
る
ほ
か
、
毎
月
ゴ
ミ
の
日

（
三
か
五
の
日
）
に
は
栗
東
市
内
で
ク
リ
ー

ン
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
若
い
社
員
か
ら

は
「
ゴ
ミ
を
拾
う
活
動
を
始
め
て
、
ゴ
ミ
を

捨
て
な
く
な
っ
た
」
と
マ
ナ
ー
向
上
の
声
も
。

昨
年
よ
り
、
金
勝
山
の
森
林
の
間
伐
や
草
刈

り
等
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
開
始
し
ま
し

た
。
一
方
、
子
供
の
凶
悪
事
件
が
多
発
す
る

中
、
今
年
三
月
よ
り
県
警
や
県
民
生
活
課
と

協
力
し
「
こ
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実

施
。
関
連
会
社
の
営
業
車
頼
一
八

九
台
が
『
う
ぉ
ｌ
た
ん
』
マ
ー
ク

の
「
子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」

シ
ー
ル
を
掲
示
し
、
子
供
た
ち
か

ら
要
請
が
あ
れ
ば
安
全
な
場
所
に

誘
導
し
、
二
一
○
番
〕
に
通
報
す

る
活
動
を
通
じ
て
、
安
全
な
街
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
環
境
保
全
や

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
広
め
る

た
め
、
企
業
と
の
連
携
を
取
り
な

が
ら
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑥

滋賀リコー(株）
総合余圃宰
TEL､O77-551-2361FAX､077-551-2353

http:"Wwwoshiqaricoh､ＣＯ・iｐ

①CSR担当の那波大三郎さん

②子ども安全パトロールを担う営業車

③金勝山で森林保全活動
①経営品賀滋賀研究会の開催風景



い
ｃ

「
ご
み
焼
却
施
設
の

建
設
や
大
津
市
と
の
合

併
な
ど
で
揺
れ
た
町
を
、

地
域
に
住
む
人
た
ち
の

手
で
元
気
に
し
た
い
」
。

こ
の
思
い
が
結
集
し
て

比
良
山
麓
の
自
然
と

景
観
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を

⑳宮川さんが毎月発行

特
定
非
営
利
活
動
法
人

絵
本
に
よ
る
街
づ
く
り
の
会

特
定
非
営
利
活
動
法
人

戦
争
体
験
渥
語
ｈ
》
合
う
会

厩

一
戦
争
で
の
悲
惨
な
体
験
を
平

と
も
た
ち
に
語
り
継
ぎ
た
い
」
「
帽

体
験
を
語
り
継
ぐ
の
は

こ
れ
か
ら
加
年
が
勝
負

久
平
和
の
実
現
の
た
め
に
、
日
本
１
１

を
戦
争
に
駆
り
立
て
た
の
は
何
か
考
え
て
欲

し
い
」
「
滋
賀
県
の
平
和
祈
念
館
が
で
き
た

ら
展
示
の
説
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
」
。

こ
の
よ
う
な
願
い
の
も
と
、
県
内
の
同
じ
よ

う
な
グ
ル
ー
プ
を
束
ね
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

し
て
、
戦
争
体
験
を
語
り
合
う
会
が
発
足
し

た
の
は
、
今
か
ら
八
年
前
の
こ
と
で
す
。
毎

月
一
回
の
例
会
で
は
、
講
師
を
招
く
か
、
会

員
が
戦
争
体
験
を
語
る
こ
と
を
続
け
て
、
今

年
八
月
に
百
回
を
迎
え
ま
す
。
第
一
回
か
ら

の
体
験
談
は
全
て
ビ
デ
オ
に
録
画
さ
れ
て
お

り
、
既
に
亡
く
な
っ
た
方
の
お
話
も
含
め
て

責
重
一
な
記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
も

う
ひ
と
つ
の
会
の
主
な
活
動
と
し
て
戦
争
体

で
、
た
だ
心
配
す
る
だ
け
で
な

く
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
と
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
が

設
立
時
の
十
一
人
。
こ
ど
も
と

の
架
け
橋
に
選
ん
だ
の
は
「
絵

本
」
で
し
た
。

絵
本
は
こ
ど
も
が
最
初
に
出

③代表の寺川庄蔵さん

絵
本
に
よ
る
街
づ
く
り
の
会
は
、
里
山
の

自
然
あ
ふ
れ
る
高
島
市
を
拠
点
に
、
絵
本
を

通
し
て
「
こ
ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
街
に
」

「
豊
か
な
心
を
育
む
街
に
」
を
め
ざ
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。

会
の
設
立
当
時
も
現
在
も
、
こ
ど
も
の
命

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
り
、
こ
ど
も
の
心
の

荒
廃
が
心
配
さ
れ
る
事
件
の
報
道
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
状
況
を
危
慎
し
将
来
を

案
じ
て
い
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

絵
本
を
通
し
て

豊
か
な
心
を
育
む
街
に

冗
層
認

皿
Ｚ
顔

イ
キ
イ
キ
と
し
た
暮
ら
し
や
、
地
域
の
魅
力
を
創
る
た
め
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動
を
広
め
よ
う
と
日
夜
奮
闘
し
て
い
る

元
気
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
探
し
出
し
て
、
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

し
臓

混
伽
エ
ー
ゴ
シ
一

●川上ゆきさん(右上)､代表の平松成美さん(右下)、
桂田榊子さん（左下)、山口美穂子さん（左上）

「
比
良
の
里
人
」
と
い
う
言
葉
の
響
き
は
、

こ
の
法
人
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
祐
桃
と
さ
せ
て

く
れ
る
。
湖
西
線
の
蓬
莱
駅
か
ら
程
近
い
国

道
沿
い
の
八
屋
戸
（
旧
志
賀
町
）
に
活
動
の

拠
点
が
あ
る
。

比
良
の
山
並
み
を
背
に
、
び
わ
湖
へ
と
棚

田
が
広
が
る
山
麓
の
一
帯
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
、
昨
年
十
月
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
出

発
し
た
ば
か
り
だ
が
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
環

境
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
の
夢
は
大
き

⑫

特
定
非
営
利
活
動
法
人

比
良
の
里
人

Ｉ

④花畑蕊業や放牧蛎業構想の棚田風景

蝋，



こ
れ
ま
で
の
活
動
と
し
て
は
、
井
上
ひ
ろ

親
と
こ
ど
も
の
双
方
に
と
つ
て
ど
ん

美
術
館
を
設
立
す
る
こ
と
で
す
。

ど
、
絵
本
を
入
り
口
に
様
々
な
場
づ
く
り
に

プ
』
（
福
音
館
書
店
）
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

他
、
林
明
子
さ
ん
作
『
は
じ
め
て
の
キ
ャ
ン

と
し
て
発
行
す
る
に
い
た
り
ま
し
た
。
そ
の

域
に
伝
わ
る
昔
話
の
再
話
講
座
」
を
開
講
し
、

店
）
や
金
尾
恵
子
さ
ん
の
描
い
た
身
近
な
水

ち
か
さ
ん
の
『
ほ
の
お
の
と
り
』
（
福
武
書

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
原
画
展
、
絵
本
作
家
を
迎
え
て
の
講
演
会

な
に
か
け
が
え
の
な
い
人
生
の
瞬
間

な
が
ら
、
絵
本
を
楽
し
む
ひ
と
時
が

乗
せ
、
お
互
い
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ

会
う
芸
術
。
こ
ど
も
を
ひ
ざ
の
上
に

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

な
れ
る
は
ず
」
と
一
歩
一
歩

く
て
も
社
会
を
動
か
す
力
に

間
が
き
っ
と
集
ま
り
、
小
さ

な
目
標
は
湖
西
に
活
動
の
拠
点
と
な
る
絵
本

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
会
の
大
き

そ
の
成
果
は
「
ふ
る
さ
と
の
民
話
再
話
集
」

た
。
ま
た
文
化
庁
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
「
地

辺
の
い
き
も
の
た
ち
の
原
画
展
、
年
に
一
度

国
誠
実
に
取
り
組
め
ば
賛
同
し
て
く
れ
る
仲

の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し

せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
で
、
絵

で
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
会
で
は
、

こ
ど
も
自
然
体
験
遊
び
塾
を
開
催
す
る
な

こ
ど
も
た
ち
に
そ
う
し
た
体
験
を
さ

田
達
也
）

（
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
松

③大津市八屋戸の
雑木林の整備風景

、金尾恵子さんの原画と講演会の様子

特定非営利活動法人絵本による街づくりの会
代表、平松成美設立⑬2004年会員＠107名（正会員・賛助会員）
連絡先⑤住所：高島市マキノ町3石庭229-1ＴＥＬ：0740-27-8156ＦＡＸ：0740-27-8157

●「ほのおのとり」絵本
企両雇の犠子

「
こ
こ
は
古
く
か
ら
石
の
文
化
が
栄
え
た

と
こ
ろ
。
景
観
は
人
が
自
然
と
の
か
か
わ
り

あ
い
の
中
で
つ
く
っ
て
い
く
も
の
」
。
景
観

も
文
化
も
所
詮
は
人
の
為
せ
る
業
。
専
務
理

事
の
石
塚
さ
ん
の
話
に
熱
が
篭
も
る
。

水
が
流
れ
、
風
が
渡
る
。
「
五
年
後
に
は
、

山
と
湖
を
テ
ー
マ
に
世
界
会
議
を
」
比
良
の

里
人
の
夢
は
、
で
か
い
。

（
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
森
口
行
雄
）

＆,.１

と
「
放
牧
事
業
」
の
一
言

も
休
耕
田
の
有
効
利
用

の
ア
イ
デ
ア
募
集
で
採

択
さ
れ
た
事
業
で
、
比

良
の
自
然
な
生
態
系
に

配
慮
し
つ
つ
、
経
済
性

と
持
続
性
を
考
え
た
も

の
で
あ
る
。

あ
っ
た
と
い
う
ｃ

放
置
林
の
間
伐
、
休
耕
田
の
再
生
、
地
域

の
魅
力
の
再
発
見
。
市
街
地
域
に
は
な
い
魅

力
や
景
観
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
市
街
地
に
住

む
人
た
ち
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
多
く
の
人

に
比
良
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
い
ま
、

取
り
組
強
ご
つ
と
し
て
い
る
の
が
「
花
畑
事
業
」

と
「
放
牧
事
業
」
の
二
つ
の
事
業
。
い
ず
れ

「
や
ろ
う
と
言
え
ば
次
の
日
に
は

動
い
て
い
る
。
ス
ピ
ー
ド
が
大
切
。

意
欲
と
信
念
を
持
つ
人
の
集
ま
り

で
、
必
ず
何
か
を
発
信
で
き
る
」

と
寺
川
庄
蔵
理
事
長
。

比
良
の
里
人
こ
こ
に
あ
り
、
と

頑
張
っ
た
の
が
法
人
設
立
記
念
に

催
し
た
「
比
良
里
山
ま
つ
り
」
で

－

が
勝
負
で
す
。
子
ど
も

の
が
私
の
使
命
」
と
一
一
一
一
｛

も
戦
争
で
涙
を
流
さ
な

（
編
集
ポ
ラ
ン
テ
ィ

幡
郁
枝
）

。

通
実
費
の
み
で
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。
会
で

は
、
戦
争
体
験
を
語
り
た
い
方
、
聞
き
た
い

方
、
と
も
に
会
員
募
集
中
で
す
。

現
会
長
の
宮
川
進
さ
ん
は
十
四
歳
で
海
軍

甲
種
飛
行
予
科
練
習
生
（
通
称
》
予
科
練
）

に
入
隊
、
海
軍
の
少
年
航
空
兵
と
な
っ
て
特

攻
出
陣
目
前
に
終
戦
を
迎
え
た
方
で
す
。
戦

争
時
下
の
自
由
の
な
い
暗
い
生
活
を
子
ど
も

た
ち
に
語
り
伝
え
、
平
和
を
維
持
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
訴
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
い
つ

も
の
授
業
よ
り
真
剣
に
聞
い
た
中
学
生
た
ち

の
感
想
は
「
自
分
も
戦
争
に
行
っ
て
死
ん
で

い
た
か
も
し
れ
な
い
」
「
そ
の
時
に
生
ま
れ

な
く
て
よ
か
っ
た
」
。
宮
川
さ
ん
は
「
本
当

は
戦
争
体
験
を
語
り
合
う
会
で
は
な
く
語
り

継
ぐ
会
に
し
た
い
。
実
際
に
戦
争
を
体
験
し

た
世
代
は
高
齢
化
が
進
み
、
こ
れ
か
ら
十
年

が
勝
負
で
す
。
子
ど
も
や
孫
、
地
球
を
守
る

１

特定非営利活動法人比良の里人
代表、寺川庄裁設立③2005年会員⑨12名

連絡先③住所：大津市八屋戸583

TEL：0120-49-1128ＦＡＸ：077-592-0749

③専務理事の
石塚政孝さん

二代目代表を務める宮川進さん
可
４

Ｆ
Ｂ
Ｌ

。
９

Ｆ

⑬

ア

と
言
い
ま
す
。
も
う
誰

さ
な
い
た
め
に
。
三

、戦争体験を語り合う毎月の例会のようす

験
の
語
り
部
派
遣
が

あ
り
ま
す
。
単
な
る

体
験
談
で
終
わ
ら
な

い
よ
う
時
代
背
景
な

ど
を
勉
強
し
た
会
員

が
、
要
請
に
応
じ
て

会
場
に
出
向
き
、
話

を
し
て
く
れ
ま
す
。

語
り
部
の
派
遣
は
交

特定非営利活動法人戦争体験を語り合う会
代表③宮川進設立、1998年（2002年NPO法人化）会員⑬約95名ｌ責助会員・正会員・劉会会員』
連総先、住所：大淫市朝日が丘一丁目14-7ＴＥＬ：O77-525-3578FAX：077-525-3578
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おうみ未来塾
第８期がスタートしました！

NPO・市民活動団体・ボランテ
ィア団体の皆さんの会計・税
務・労務の疑問にお答えします
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『
司
到

可

｢おうみネット」リニューアル！

おうみ市民活動屋台村2006
出展団体を募集します！

５．６ﾉ１号より「おうみネット」がリニユーアルしました！ご様じですか？
これからも「おうみネット」はみなさまのお役にたてる悩報を随時発憾していきます！

』

テーマ：防災 ’

Ｌ 』

まちづくり団体やＮＰＯ、ボランティアグル

ープの活動を広く紹介する催しです１
市民活動への理解や参加のきっかけづくりと
して、活動に取り組む皆さんの交流やネット
ワークづくりの機会として、「おうみ市民活

動屋台村」に出展してみませんか！？
●募集概要

まちづくりや市民活動に取り組む団体や
ＮＰＯ、ボランティアグループが、自らの活

動を紹介・発表する企画出展を募集します。

パネルや活動に関係する作品などの展示、体

験プログラムや実演、ステージ発表、講演会

など、原則として出展形態は問いません。

詳しい募集内容は、８月１日頃から当セン

ターホームページに掲載します１

→http//ｗｗｗ､biwanejp/~ohmi-net
今募集期間

８月１日（火）～８月３１日（木）

。

おうみ市民活動屋台村２００６とは？

●とき／１０月２８日（土）・１０月２９日（日）
●ところ／マキノ高原(高島市マキノ町牧野）

アンケートにごIIil器いただける方は、仙

別・年齢をご記入の上、ハガキ、ファック
スまたは遮・ｆメールで淡海ネットワークセ

ンターまでご送付ください。桃所・氏稲を

ご記入いただいた方には抽逃で＃lllVIをプレ

ゼントいたします。

，アンケート締切：７月末日

Ｌ

『おうみネット』に関す愚ご意見待って議す）

こんな憎報取り上げてほしい｜

お聞かせください！

｢おうみネット」はみなさまに愛される悩報誌になりたいです。

｢NPO運営術」でこんなことが聞きたい１芯どあなたのご懲見、

６月１１日、おうみ未来塾の第８期を開講しま

した。県内外から集まった３０名が約2年間
地域プロデューサーをめざして学びをスター
ト！日高敏隆塾長は「地域の課題を発見し、

行動に移せるよう、自分なりに地域プロデュ
ーサー像を思い描き、皆さんで創っていって
ください」と激励されました。
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Ｑ1.あなたの家では防災・減災に対する備えをしていますか？
ａはいｂ,いいえＧ関心がない

Q2,いざという時に一番頼りにするのは？
ａ家族ｂ､近所ｃ行政ｄ､ＮＰＯ・ボランティアｅ､その他

Q3.まず家族で何から始めますか？
ａ,備蓄品の保管ｂ・家具の固定ｃ､避難場所の確認ｄ､その他
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可「 ､

ＯｈｍｉｎｅｔＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

テーマ：防災

△おうみ未来塾（第８期）開講式の様子

Ｌ .』

／ 、

ステキな地域プロデューサーIこ

、Ｆ１:るよう､がんばります１
－、戸ノ △おうみ市民活動屋台村の様子

⑥おうみ市民活動フォーラム2006実行委員会
☆＜全体事務局＞淡海ネットワークセンター
大津市におの浜一丁目1-20
TELO77-524-8440／FAXD77-524-8442

e-mailohmi-net＠ｍx､biwanejp
☆＜現地事務局＞ﾏｷﾉまちづくりﾈｯﾄﾜー ｸｾｿﾀー
高島市マキノ町高木浜1-14-２

マキノ自然休養村管理センター内
ＴＥＬ＆ＦＡＸ・Ｏ７４０－２Ｂ－ＢＯＯ２

ｅ－ｍａｉ１ｍａｃｈｉｎｅｔ＠ex・biwanejp

お聞きになりたいことをFAXかEメールでお知らせ

ください｡淡海ネットワークセンターを通じて､専

門家(税理士･社会保険労務士)がお答えします。
[記入すること］氏名／連絡先電話番号／所

属するＮＰＯの名称／FAX番号またはＥメー

ルアドレス／質問したいこと

[送付先］淡海ネットワークセンター
FAX：O77-524-8442

e-mail：ohmi-net＠ｍx､biwanejp

NPOの設立・運営についての講座を毎月第２、第

４金曜日に開催します。ぜひご参加ください。

、開催日時毎月第２・第４金曜日（7/１４，
７/２８，８/１１，８/25）１４:OO～１５:ＯＯ
③開催場所淡海ネットワークセンター
・内容

一第２金曜日一NPO法人設立の手続きについて

一第４金曜日一NPOの組織運営について
※参加費無料。事前申込みは不要です。
※案内役は、淡海ネットワークセンターのス
タッフが務めます。

、
虫ＮＰＯミニ講座のお知らせ

、

ｒ
Ｌ

９．１０月号の特集アンケート



内容③平成１９年秋に｢第27回全国豊かな海づくり大会｣を本県で開催します

が､この年が､琵琶湖で初めて赤潮が発生してから､Ｂｏ年目という節目の年

にあたることから､県民あげての石けん運動をはじめとする､これまでの山

から琵琶湖までの環境や生態系の保全の取り組みを踏まえ､琵琶湖を守る

意識を一層向上させるため､ＮＰＯや市民団体等による琵琶湖を守る身近な

取り組みを｢湖づくり活動｣として支援することとし､｢湖づくり活動費補助金」

を創設しました｡ついては､今年度､この補助金を受けて､琵琶湖の環境や

生態系の保全･再生につながる｢湖づくり活動｣を実施しようとする団体を

広く募集します。

◇湖づくり活動とは…ＮＰＯや市民団体等が主体となって取り組む｢山｣から
「琵琶湖｣さらには淀川流域も含む各地域での活動で､琵琶湖等の環境や生
態系の保全につながる実践活動をいいます。

◇活動の例･･･山:広葉樹の植樹､川:生き物調査と環境学習､里:農業排水路へ

の魚道整備､湖:外来魚の駆除､ヨシの植栽

対象団体③団体の構成員が4人以上の団体(同一世帯の世帯員で構成される
団体は対象となりません｡）

対象活動⑥(1)滋賀県または琵琶湖淀川流域で行われる活動で､新たな取組と
して行われる琵琶湖等の環境保全につながる活動(2)公共の利益を目的と

した活動(営利を目的とする事業および業として行う活動を除く｡）(3)平成
１９年度以降も活動が継続され､活動成果が発表できるもの(4)１０人以上
が参加する活動(5)国､県または市町村から他に補助金を受けていない活
動

金額③１団体あたり１０万円を上限(計100団体程度）
、募集期間:B月１日～B月２５日
⑧滋賀県全国豊かなうみづくり大会準備室

支える｡つなぐ･結ぶ情報ＢＯＸ（７．ｓ月，７．ｓ周

伝言板に褐減でき怠かった情報は､センターのホームベージに掲戴しています｡ＵＲＬ●http://www･biwane.』p/~ohmi-net／
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「バタフライ効果」って言葉を、この未来塾の卒塾記念文築に綴

りました。「北京で蝶が羽ばたくと、ニューヨークで嵐が起こる」と

よく例えられる、襖雑系・カオス理論の『↑蕊。

卿分の身近に起こる数々の出来'１j:、その結果と原閃とを一本の逆

でたどれるなんてことはそうそうありません。この「バタフライ効

果」という’す雌、ちっぽけな動きの災合が、別のどこかで大きな現

象となることをうまく高い表しています。自分のちょっとした発‘舟、

行動、笑顔、そういうなにげないヒトツヒトツが波になって、どこ

かの誰かの背''1を押すのかなと想像するのです。

現在、私は余呉町の山あいの１１'んぼでお米作りをしています。高

齢化の進んだIlIIIM地のIⅡんぼをお備りして、昨シーズンから股業を

始めました。出来という産業も、私の農業経憐そのものも、先行き

は不透明きわまりないのですが、楽しい畑-|を送っています。

私がこの雑らしを選択したのは、未来蝋で出会った災方のあの‘す

難が…かもしれませんね。
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日本財団福祉車両支援１
１

１
内容亀申請E亘両によって次の3事業となります。

①介護支援車(昇降ｼーﾄ付き)の整備②車いす対応車(軽自動車)の整備Ｉ
③車いす対応車(普通車)の整備Ｉ
対象団体@以下の①~⑥の活動の中で､福祉車両による送迎活動を行なう特Ｉ
定非営利活動法人(ＮＰＯ法人)･任意団体(ボランティア団体）】

①作業所の活動②障害者による自立生活支援ｾﾝﾀーの活動③在宅介護･Ｉ
家事援助(ホームヘルプ)活動④移動困難者の外出支援活動(移送サービＩ

ス)⑤デｲｻービｽ･宅老所の活動⑥その他この助成事業の主旨にそうと｜
判断される活動

申請期間、６月１日～７月３１日(消印有効）Ｉ
助成金額及び自己負担額･【対象経費】○基準価格-車両本体黄用十日本財｜
団指定の付属品代○助成金額一基準価格の80％○自己負担額一申請団１

体が自ら負担する金額(=基準価格の20%)【対象外経費】○諸経費-登録｜
にかかる諸税･保険料･納車費用など○オプションーストレッチャー.カーナＩ

ピｽﾀｯドﾚｽﾀｲﾔなど､申請団体が独自で追加装備する費用○別途自｜
己負担額一申請団体が自ら負担する金額(諸経費十オプション追加経費）！

(財)日野自動車グリーンファンド助成先募集

内容●日野自動車(株)が､自然環境保全に貢献する各種事業の展開をするた
め出資設立した｢日野自動車グリーンファンド｣は､環境緑化活動の支援や自

然保護活動の普及などの活動を対象とし､募集を行います。

対象、(1)都市並びにその周辺住民の生活上の潤いに資する緑化(2)都市並
びにその周辺に残された自然環境の保全(3)自然環境保全に資する調査研
究(4)自然教育､自然保護思想の普及､自然環境保全に資する啓発等
対象者、(1)前記に係わる活動･研究を行う個人･団体･グループ等(2)申請
者の資格①活動の基盤が日本国内であること｡②団体については､原則と

して設立2年以上を経過しており活動実績のあること｡③外国人でも応募可

能､但し日本語での応募であること。(3)助成対象とならないもの①営利

を目的とするものまた営利につながる可能性の大きいもの｡②集会の開催、

海外への出張､機械･備品の購入のみを目的としたもの｡③活動推進者側の

便利さのみを目的とした機械･備品などの購入･賃借｡④学位論文等､個人

的研究に相当するもの｡⑤単なる趣味と判断されるもの。

金額、事業費総額として500万円程度(予定）

応募期間③５月１０日～７月３１日(当日消印有効）

対象期間⑤１１月１日～2007年１０月３１日
応募方法⑳日野自動車グリーンファンドホームページ内にある申込用紙(ＰＤＦ

ｉ
『
一
コ
－
１
言
弓
一
一
一
一
一
一
」
一
旨
言

※「おうみ未来塾」は、地域課題に取り組むリーダーを目指す人が集う

塾で、現在7期生．Ｂ期生が学んでいます。これまでに約140人が卒塾

し、各地で「地域プロデューサー」として活躍しています。

⑮【問】日本財団車両チーム
〒107-8404東京都港区赤坂1-巳２TEL:03.6229.5163FAX:03.6229.5169

http://www・nippon-foundation・orjp／

おうみ未来塾のバラフライ効果!？

ファイル)をプリントアウトしてください。

③(財)日野自動車グﾘー ﾝﾌｧﾝド事務局花田･佐々 木･阿部
〒1ｇｌ－Ｂ６６０東京都日野市日野台３－１－１
TEL:Ｏ４２－５Ｂ６－５３ＳｇＦＡＸ:Ｏ４２－５Ｂ６－５１６７

>９月･１０月の掲示板情報募集中!日時･場所･問合せ先等を明記の上､８月１日までにEﾒー ﾙ､FAxまたは郵便でｾﾝﾀー までお寄せください。

⑰

介護保険

紫

伯パﾗの祈りソフィー･シヨル､量属の日々 ｣７月１１日(火)～23日（日）
『単騎､千里を走る｣７月１９日(水)～

③７月下旬ロードショー

｢ヘイフラワーとキルトシューｊ『男たちの大和ＹＡＭＡＴＯ」

③B月下旬ロードショー

｢ゆれる」『ブロークパック･マウンテン』「クラッシュｊ
『ジャスミンの花開くｊ

●リクエスト受付中！
上票してほしい作品名と住所､氏名､電話言号を記入の上､ハガキ､ﾌｧｯｸｽ､また
は電子メールで淡海ネットワークセンターまでお送りください。

･含回入替溺１ｓ:00以悶の回1.200円均一サービス
･現金は作品によって汎なりますTEL心77.522.6191
.毎週水曜日1,000円均一サービス滋賀会館シネマホール
･毎週木･金鯉日の初回＆

RelQyEssqy．，

.おうみ未来塾Zr-･=---.-……..._.…〆雲'・
リレーエッセイ

［２期生］

前川)Ⅱ:一郎さん
野良師

http://www,hino､ＣＯ.』p/j/b｢and/environment/greenfund／

｢こう変わる1介護保険」

著/小竹雅子岩波答店480円十税

岩波ブックレットNo.670.改正介護保険の内容をＱ＆Ａ方式で

分かりやすく解説している。「なぜ介挫保険法は改正された

のですか?」「改正の内容は､どのようなものですか?｣から始

まり､典･体的に何が変わるのか､利用群はどこに注目すべきか、

改正介護保険のこれからの課題は何か､などが群かれている。

サイズはＡ5版でIIjIさ3ｍｍと､読みやすい分』,kでもある。

I湖づくり活動の助成団体募集
１

１内容③平成'9年秋に｢第27回全【
Ｉが､この年が､琵琶湖で初めて赤
ﾛにあたることから､県民あげてα

Ｉから琵琶湖までの環境や生態系
Ｉ意識を一層向上させるため､ＮＰ

Ｉ取り組みを｢湖づくり活動｣として
ロを創設しました｡ついては､今年

Ｉ生態系の保全･再生につながる
Ｉ広く募集します。

I◇湖づくり活動とは…NPOや市ｌ
ロ「琵琶湖｣さらには淀川流域も含
Ｉ態系の保全につながる実践活動：

I◇活動の例…山:広葉樹の植樹J’
ロの魚道整備､湖:外来魚の駆除､三

:対象団体③団体の構成員が4人以
Ｈ団体は対象となりません｡）

I対象活動⑥(')滋賀県または琵琶強
Ｉして行われる琵琶湖等の環境保３
mした活動(営利を目的とする事美

’’9年度以降も活動が継続され、
Ｎが参加する活動(5)国､県またＩ

|金:…あたり,｡万円種上鴫
’＠募集期間:Ｂ月１日～B月２５日

I⑧滋賀県全国豊かなうみづくり大
TEL:Ｏ７７－５２Ｂ－３Ｂ

ｅ－ｍａｉｌ:umizukuri＠

新刊害籍案内
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滋賀会館シネマホールフ･日月の上映予定Ｌ三竺
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こう変わる！
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編雲鐘記

兇闘鶏閥藤⑥カブ

Ｐ
鯛鯵哩刀ノ誕夢鴎Ｉ鱈１１鳥
地球や人にやさしい
スローなカフェを紹介します

｢喫茶＆お惣菜レンガのえんとつとまれ」■

築
百
七
十
年
の
醤
油
蔵
を
改
装
し
て

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
に

ｌﾛ八日市の御代参街道に耐して処

つ、築170年の撚油職を地域のシンボ

ルとして残し、満川しようと立ち上

げられたのがNPO法人「レンガのえ

んとつとまれ｣。測さ１０ｍのレンガ造

りの煙突が、端前の111来になってい

ます。仕込み蔵を多I-1的ホールと喫

茶棟に改修。地元の安全・安心な食

材を使ったお弁１１１やお惣菜が人気で

す。喫茶柳のメニューは日替わりラ

ンチ（700111）やシフオンケーキ

(3501ﾘ)、コーヒー（350円）など。

この場所を111心に、街道の賑わいを

生み州したいと、夢は膨らんでいま

す。

【問】NPO法人レンガのえんとつとまれ
束近江市西中野町3-14-2
ＴＥＵFAX‘O748-20-O800

【１１：３０～１６：００土日祝休】

この印刷物は､識境に露職した再生紙､大豆油ｲﾝｷを使用し､有害な溌液を排出しない水なし印刷を採用してい寵す
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◎無断転減を固くお断りします

蝋３１
Ⅱ

蝋

竜ｵロ

望画

RIiiiil号

「戦争体験を篇り合う会」の取材に伺い、祖父を思い

出しました。今年の春、９０半ばで亡くなったのです。シ

ベリア抑留生活を体験し、当時の話を繰り返し聞かせて

くれました。私と子どもにとって戦争は「おじいちゃん

の戦拳」です。それでも今、もっと聞いておけばよかっ

たと後悔しています。

（編集ボランティア幅）
●●､｡■｡ご■画Q凸■●●●●●●b●●■･Ｃｅ●Dep●e■●■ぬ｡｡｡｡｡●｡●ｐ■｡■●gのり●や●●●､●Ｏ■●●●●■●●■●●●OQGO

今年度よりノ「おうみネット」を担当することになりまし

た皆黒（みなぐろ）です。今号はいかがでしたか？これ

からも皆さまに愛される情報誌めざしてがんばります１

いろいろなアイデア．ご意見待ってます☆

（当スタッフ・皆黒）

Ｅ，

☆ネットワークセンター休館日

I名神大測IC

淡海ネットワークセンターは､県内の市民活動､NPOをサポート･ネットワークしています

固〒520.0801滋闘県大津市におの浜1-1-20
国TELO77-524B440国FAXO77-524B442

圏http://www‘biwa,nejp/~phmi-net国E-mail:ohmi-net＠ｍx､biwa.ne､ｊｐ
ご利用日時⑬月曜日と祝日の翌日を除く毎日(１２/２９～1/3を除く）

火～金曜日／g:００～１９℃Ｏ土･日曜日･祝日／g:00～１７:００

※淡海ネットワークセンターの漏報交流誌『おうみネット｣は次のところに配布しています｡苔地域振興局露県民
情報室､県内図溌館､琵琶湖博物館､男女共同参画センター筆文化産業交流会館.陶芸の森識草津まちづくりセ

ンター.県社協ボランティアセンター､大津市生涯学習センター､栗東芸術文化会館さきら翁滋賀銀行､滋蝿県
信用組合､郵便局(ボランティア貯金窓口)、公民館など

※バックナンバーはホームベージでご覧いただけます。
※最新情報はメルマガでお知らせしています｡ご希望の方は上記メールアドレスまで。

I名神大測IC
錫

淡海ネットワークセンター
pjﾘZｸ岬二Ｆ

ﾈ錫ﾉﾄﾜー ｸｾﾆ
総f両寺化頒、吋門

(財)淡海文化振興財団
囲廼湖

文化鮒びわ湖ﾎール
囲廼湖

文化鮒びわ湖ﾎール叉

f蝉電
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グー ?月・８月

６
生命尊重の日

地域安全の日
（毎月２０日）

eFR！

川の日

検疫記念日

自然公園のＥ

亀蜘

⑮国民安全の日
童謡の日
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